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学校 私⽴ 仙台⽩百合学園⼩学校 公⽴ 富⾕市⽴富ケ丘⼩学校

参加
児童数

・第５学年2クラス39名
・第２学年2クラス28名 ・第３学年2クラス80名

児童端末 iPad（セルラーモデル） iPad（WiFiモデル）

整備環境 家庭負担（BYAD） GIGAスクール構想で整備

校内LAN 無線LAN完備 無線LAN完備

その他 保護者の教育意識が⾼い 仙台市衛星地域で児童数増傾向

状況 複数の教科で・学校事情に合わせて コロナの影響で⼤幅な予定変更等あり
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１. 現場の教員に現状のシステムを
⾃由に活⽤してもらう。
・どんな教科、単元で、どんな使い⽅をしたのか。
期間 2021年12⽉中旬〜

２. 実際に授業を⾏った教員に授業づくりや実践等の変容などを聞き取る。
・どんなところが、どう変わったのか。
⽇時 2022年2⽉15⽇ 16:30〜
⽅法 リモートインタビュー
対象 仙台⽩百合学園⼩学校 ・2名それぞれ個別に45分間程度

３. 聞き取った内容を分類・整理する。
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年 教科 ⽇ 単元 内容

1 ２ 算数 12/21 問題を読んで答える１
・何を求める問題か…⻩ライン
・解く際にヒントになる部分…⾚ライン
・解答…⻩ライン部分にメモで記述

2 ２ 算数 12/22 まわりの⻑さ 授業の終末に分析ツールで、皆がどこに線を引いたのか、どんなメモをつ
けたのかを、紹介。

3 ２ 国語 1/12〜
1/18 お⼿紙 第⼀段落の⼤事だと思うところには⾚、⾔葉の意味も含めて、よくわから

ないところには⻩ライン。ほか

4 ２ 算数 1/12 問題を読んで答える２ 低学年でも予習（家庭学習）でできるか実験。ログインはできたが、操作
が不安で、解答するところまでできなかったという声が多数。

5 2 国語 1/24〜
2/2 かさこじぞう よくわからない⾔葉に⻩ラインを引き、その後辞書を使って意味調べを。

調べた意味等はメモで⼊⼒。

6 ５ 国語 1/18 枕草⼦ なんとなく意味が分かるところを⾚、意味が全く想像できないものを⻩ラ
インをひく。メモで予想を⼊⼒。

7 ５ 社会 1/25
マスメディアとわたしたちの関わりを
考える

MetaMojiで⾃分の考えと友達から得た考えを記述した上で、教科書を読
んでラインを。「考えたい問題」部分にメモで⾃分の考えを⼊⼒。
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「おもしろいと思ったところをノートに書こう」

・わからない⾔葉に⻩ラインを引き、意味調べ。意味はメ
モ機能で記述。

２時間扱い

「時、場所、⼈物がしているところに⾚ラインを引こう」

・個⼈で⾚ラインを引けたことを確認してから、全体で共有。
・⾚ライン部分をもとに、初めと終わりで「かわったところ」

「かわらないところ」についてベン図で分類。 ３時間扱い

登場⼈物（じいさま）
の⼈柄の読み取り。⾚
ラインをもとに。

１時間扱い

登場⼈物（ばあさま）
の⼈柄の読み取り。⾚
ラインをもとに。

１時間扱い

並⾏読書
（他の昔話）

１時間扱い

選んだ昔話のおもしろさについて整理する

２時間扱い

2つの昔話を
⽐較して感
想を書く
１時間扱い

＊児童の実際の画⾯
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・150件以上のコメントは以下の観点で分類できた。

授業設計
教材研究
授業中の対処
児童理解
その他
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• 分析ツールを⾒ることで発問を予め吟味でき、想定発問にも影響した。

• わからなかった箇所を把握し、そこの復習から次回授業を開始することができた。

• 低学年国語科は1⽇の中に複数の授業時間が設定される。初めの時間はBookRollでマーキングする活動を中⼼
に、次の時間は分析ツールを根拠に話し合って理解を深める時間にするなど、⼯夫した。

• 次の単元や別な教科でもやってみようと考えた。単元の⼊れ替えも構想できた。

• 児童のつまづき箇所が想定と実態とでズレることがあり、それが⽬で⾒てその場でわかるので、授業展開を
調整することができた。
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LEAFシステムを活⽤することで、児童の実態にもとづき授業展
開や単元構成を調整することができる可能性



• ⼆択形式での課題提⽰が増えた。樹形図のように、選択した先も枝分かれして、それを進めること

で結果的に多様な考えを引き出すことができることが分かり、そうした視点で教材研究する機会ができた。

• 教科書本⽂を授業に合わせて整形し直すことで教師の意図と教材の整合性を⾼めること

につながり、その過程が教師の教材理解が深まるきっかけになった。

• 児童はページを跨ぐことなくマーキングできることで作業効率が上がった。
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LEAFシステムの活⽤を前提に教材研究を⾏うことが、
今まで以上に教師の意図に即して既存の教材を仕⽴て直すことに
つながる可能性



• 分析ツールを電⼦⿊板上に表⽰し、児童の考えや練り合いの結果は板書する、といった使い分けをするのが良かったが、

教師の対応⼒が伴わないと難しい。

• 教師の想定と児童の結果が⼀致しない場⾯があり、それをベースに発問を切り替えることがあった。

• やりとりの根拠が明らかになり、追発問のブレが軽減できるようになった。

• 普段であれば机間指導で何となく把握していたところを、分析ツールはビシッと⾒せてくれるので回答の根拠

の深掘りなどに時間を割くことができた。
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児童のオンタイムな実態に応じて授業の展開を即時的に変化させ、
児童の疑問や願いに沿った授業を展開するために
学習ツールや発問等を変化させることができるようになる可能性



• マークした箇所から個別の児童の様⼦を把握することができた（授業後）。

• 友達とあまりおしゃべりしない⼦も「こんなことを考えていたんだ」と気づくことがあった。

• これまでは即時的・客観的に捕まえることができていなかったので、できて良かった。

•メモが⼀覧できる、分析できるのは評価に利⽤できる。マーカー分析以上に利⽤価値がある。
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児童の着⽬点をみとった時、普段の教科の得⼿不得⼿の
傾向の印象と合わせると、実態がより浮き彫りになる可能性
児童の実態を多⾯的に把握する⼿段が増えることで、教師の勘や
印象で捉えていた事柄を客観的に裏付けることができる可能性



•⾃分と友達のiPadの画⾯を⾒⽐べながら検討する姿が⾒られた。

•⼦ども等に分析ツールを提⽰することで⾒⽐べができた。

•⼦ども達の⾏き来（教え合い）が増えた。

•低学年であってもiPadの画⾯を⼆分割し、半分でLEAFシステム活⽤
し、もう半分は調べ活動しているというような使い⽅が⾒られた。

•単元の所要時数が、年度当初計画よりも短縮できた。
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今後は児童アンケート調査も予定


